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7月23日

こ 「そ
の
報
い
は
私
に
は

来
な
い
だ
ろ
う
」

と
思
っ
て
、

ど
ん
な
小
さ
な

悪
で
も

軽
ん
じ
て
は
い
け
な
い
。

水
が
一
滴
ず
つ
し
た
た
り

落
ち
る
な
ら
、
水
瓶
で
も
満
た
さ
れ
る
。

（『ダ
ン
マ
パ
ダ
』一
二
二
）
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お山
やま

しゅぎょうでの約
や く

束
そ く

 

一、悪
わ る

いことはしない。良
よ

いことをしよう 

 悪
わる

いこと・良
よ

いことは誰
だれ

が決
き

めるんだろう。そして、なぜ悪
わる

い・良
よ

いとされるんだろう。これは、みんなで気
き

持
も

ちよく過
す

ごすための、相
あい

手
て

への思
おも

いやりだよ。 

一、命
いのち

を大切
たいせつ

にしよう 

 どんな命
いのち

も精一杯
せいいっぱい

、自分
じ ぶ ん

の命
いのち

を生
い

きている。だから、むやみに殺
ころ

さない。自
じ

分
ぶん

が同
おな

じことをされたらどう

思
おも

うかな。美
お

味
い

しいごはんも、食卓
し ょ く た く

に並
な ら

ぶ前
ま え

は命
いのち

だった。だから、できるだけ残
の こ

さない。 

一、相手
あ い て

の立場
た ち ば

に立
た

とう 

 自分
じ ぶ ん

が相手
あ い て

の立場
た ち ば

だったら、どんな気
き

持
も

ちになるか考
かんが

えてみよう。きっと相手
あ い て

がして欲
ほ

しいことが分
わ

か

るはず。例
た と

えば、お山
や ま

しゅぎょうに一人
ひ と り

で参加
さ ん か

している子
こ

は、どんな気
き

持
も

ちで、何
なに

をして欲
ほ

しいかな。考
かんが

え

てみよう。 

一、自分
じ ぶ ん

がみんなの役
や く

に立
た

てることは何
なに

か考
かんが

えよう 

 みんなは仏
ほとけ

の子
こ

。誰
だれ

かの役
や く

に立
た

てることが、必
かなら

ず一
ひと

つはあるはず。運動
うんど う

に自信
じ し ん

がなくても、勉強
べんきょう

に

自信
じ し ん

がなくても、班
はん

のみんなに貢献
こ う け ん

できることは、きっとあるよ。考
かんが

えてみよう。 

一、人生
じんせい

の先輩
せんぱい

の声
こ え

に耳
みみ

を傾
かたむ

けよう 

 分
わ

からないこと・悩
なや

みごとがあって一人
ひ と り

で解決
かいけつ

できないなら、年上
と し う え

の人
ひと

や先生
せんせい

にどんどん相談
そうだん

してみよ

う。みんな悩
なや

みながら成長
せいちょう

してきたから、ヒントを持
も

っているかもしれないよ。もちろん、人生
じんせい

の大先輩
だいせんぱい

、お

釈迦
し ゃ か

さまや日蓮
にちれん

聖人
しょうにん

の話
はなし

を聞
き

くのも、とっても良
よ

いことだね。 

一、一
い っ

生
しょう

懸
けん

命
めい

取
と

り組
く

もう 

 「一生懸命
いっしょうけんめい

って格好
かっこ う

悪
わる

い」。それ本当
ほんとう

？一生懸命
いっしょうけんめい

やるから楽
たの

しいし、一生懸命
いっしょうけんめい

やるから好
す

きか嫌
き ら

い

か分
わ

かるし、一生懸命
いっしょうけんめい

やるから周
ま わ

りで見
み

ている人
ひ と

の心
こころ

も明
あか

るくする。目
め

の前
ま え

のことに本気
ほ ん き

で取
と

り組
く

んで

みよう。きっと新
あたら

しい気
き

づきがあるよ。 
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緑お寺の土地 お墓

駐車場建物主な道

駐車場 20台

ろうじん
老人
ホーム

しもふるさわ
下古沢
じどうかん
児童館へ

下古沢
児童館へ

た
に

谷

くるま
車は

行き止まり

お
墓

山林

草
原

さ
ん
り
ん

山
林

モウソウチク
孟宗竹

を切ったところ

マダケばやし
真竹林

さくらなみき
桜並木

ちゅうしゃじょう
駐車場

4台

かんばん
看板

しんぼちいりぐち
（新墓地入口）

草
原

く
さ
は
ら

草
原

山
林

階段

お寺の全体図
て ら ぜん ず

駐車場
20台

は
か

さん りん

き

い ど

ダイオウショウ にわ
大王松の庭

だい

と ち みどり

おも みち かいだん

くるま
車は

行き止まり
い ど

けんどう ごうせん
県道63号線へ

10月のおまつりでは、
屋台がたくさんならぶんだ

12月31日の除夜の鐘
（じょやのかね）は、
200人以上の人があつまって、
とってもにぎわうよ

毎日、夜はライトアップ
しているから、夕すずみにも
いいね

竹食器（しょっき）作り・
流しソウメンは ここで行うよ。
お山しゅぎょうじゃないときも、
自由にあそんでね。

4月～ゴールデンウィーク、
5月下旬～6月に、
タケノコほりやタケノコがりが
できるよ

たてもの ちゅうしゃじょう

はか

たい
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山門

墓地へ

墓地へ

駐車場

墓地へ

建物の近くの図

裏庭

本照寺を開いた、日蓮宗総本
山(にちれんしゅうそうほんざん)
の第11代目の住職(じゅうしょく)、
行学院日朝上人(ぎょうがくい
んにっちょうしょうにん)を供養す
る塔だよ。

1850年に建て(たて)られた本堂。
法華経(ほけきょう)というお経に説
かれた(とかれた)、たくさんの仏さま
や神さま、日蓮聖人や日朝上人
をお祀り(まつり)しているんだよ。

日蓮宗を開いた鎌倉(かまくら)
時代のお坊さん。たくさんあるお
釈迦(しゃか)さまの教えの中で、
法華経が一番大事と説かれた
んだ。この像は、千葉県清澄
山(ちばけん きよすみやま)で、
日蓮聖人が朝日に向かって
「南無妙法蓮華経（なむみょう
ほうれんげきょう。心から法華経
を信じます）」と、お唱え(となえ)
している姿(すがた)を現した(あら
わした)像だよ。

時間を知らせる・煩悩(ぼ
んのう)を静める(しずめる)
ために撞く(つく)鐘(かね)
だよ。本照寺では、毎日、
夕方6時(冬季は5時)に
鳴らしているよ。

いつでも色々な姿(すがた)で、
苦しんで(くるしんで)いる人を救っ
て(すくって)くれる観世音菩薩(か
んぜおんぼさつ)の像だよ。ある
檀家(だんか)の方の「寿命(じゅ
みょう)をのばしてほしい」という願
い(ねがい)が通じた(つうじた)こと
から、本照寺では感謝(かん
しゃ)の気持ち(きもち)をこめて、
寿量観音と命名したんだ。

クリスマスローズ・ユリ・
モミジ・サザンカなどが
植えて(うえて)あって、春
夏秋冬(しゅんかしゅうと
う)で色んな表情(ひょう
じょう)が楽しめるよ。

寿量観音像

さか

日蓮宗の紋章（もんしょう）
「井桁に橘(たちばな)」が上
部中央に見られるよ。

階段
坂

ちゅうしゃじょう

たて ちか

ぼ ち

にちれん

しょうにんぞう

うらにわ

日蓮
聖人像

かいだん

じゅりょうかんのんぞう

もの ず
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お寺の中の図

本堂

庫裡
く り

2階

受付(うけつけ)して
から、女の子はここ
で着替えて(きがえ
て)ね。

みんなの荷物(にも
つ)はここにおいてね。
お盆提灯（おぼん
ちょうちん）のおえかき
もここでするよ

開校式(かいこうしき)・
閉校式(へいこうしき)・
地獄の話（じごくのはなし）、
読経（どきょう）は、ここでやるよ

お山しゅぎょうで、
みんなが使う部屋(へや)

て ら な か ず

かい

ほん どう
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班
は ん

役割
や く わ り

学年
が く ね ん

姓
せ い

名
め い

せい めい 性別
せ い べ つ

住
す

まい
1 先生 社会人 難波 真奈美 なんば まなみ 女性 厚木市下荻野
1 班長 小5 島崎 こなつ しまざき こなつ 女性 東京都町田市
1 班員 小4 田中 菜海 たなか ななみ 女性 厚木市飯山
1 班員 小4 西岡 心 にしおか こころ 女性 厚木市飯山
1 班員 小2 島崎 なつみ しまざき なつみ 女性 東京都町田市
1 班員 小2 西岡 円 にしおか まどか 女性 厚木市飯山
2 先生 社会人 武田 めぐみ たけだ めぐみ 女性 厚木市宮の里
2 班長 小3 宮川 柚奏 みやかわ ゆずな 女性 厚木市飯山
2 班員 小3 村井 勇太 むらい ゆうた 男性 厚木市下古沢
2 班員 小2 大川 仁之介 おおかわ じんのすけ 男性 厚木市温水西
2 班員 小2 小澤 みこと おざわ みこと 女性 厚木市温水
2 班員 小1 千葉 陽斗 ちば はると 男性 厚木市下古沢
2 班員 小1 宮川 武蔵 みやかわ むさし 男性 厚木市飯山
3 班長 小3 日吉 春介 ひよし はるすけ 男性 厚木市林
3 班員 小2 飯田 智也 いいだ ともや 男性 平塚市下島
3 班員 小2 磯田 弥咲 いそだ みさき 男性 海老名市河原口
3 班員 小2 伊橋 直輝 いはし なおき 男性 海老名市河原口
3 班員 小2 江島 恵雲 えじま けいうん 男性 平塚市下島
3 班員 小2 原山 綾太 はらやま りょうた 男性 厚木市林
4 班長 小2 神子島 大飛 かごしま ひろと 男性 厚木市妻田西
4 班員 小2 飯田 啓太 いいだ けいた 男性 埼玉県越谷市
4 班員 小2 河合 隼士 かわい はやと 男性 川崎市麻生区
4 班員 小2 小泉 壮輝 こいずみ そうき 男性 平塚市中里
4 班員 小2 下楠薗 潤 しもくすぞの じゅん 男性 厚木市妻田西
4 班員 小1 荻上 曜 おぎうえ あきら 男性 横浜市緑区

班
は ん

　の　メ　ン　バ　ー
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班
は ん

役割
や く わ り

学年
が く ね ん

姓
せ い

名
め い

せい めい 性別
せ い べ つ

住
す

まい
5 先生 社会人 沼田 ふみ枝 ぬまた ふみえ 女性 厚木市下古沢
5 班長 小3 小川 奈月 おがわ なつき 男性 東京都北区
5 班員 小2 香川 優月 かがわ ゆづき 女性 厚木市飯山
5 班員 小2 中間 美玲 なかま みれい 女性 東京都東村山市
5 班員 小2 早川 珠百 はやかわ みお 女性 厚木市飯山
6 先生 社会人 中村 秀剛 なかむら ひでのり 男性 横浜市旭区
6 班長 小4 佐々木 優太郎 ささき ゆうたろう 男性 厚木市飯山
6 班員 小4 小泉 光輝 こいずみ こうき 男性 平塚市中里
6 班員 小3 中島 謙 なかじま けん 男性 横浜市西区
6 班員 小1 城貝 優成 しろがい ゆうせい 男性 東京都練馬区
6 班員 小1 松本 翼 まつもと つばさ 男性 東京都渋谷区
7 先生 社会人 藤川 留美子 ふじかわ るみこ 女性 伊勢原市上粕屋
7 班長 小4 足立 実優 あだち みゆ 女性 茅ヶ崎市矢畑
7 班員 小4 川上 莉音 かわかみ りお 女性 茅ヶ崎市矢畑
7 班員 小2 足立 茉優 あだち まゆ 女性 茅ヶ崎市矢畑
7 班員 小2 中間 未來 なかま みらい 女性 東京都東村山市
7 班員 小1 川上 絵唯 かわかみ えい 女性 茅ヶ崎市矢畑
8 先生 社会人 内山 敦子 うちやま あつこ 女性 海老名市河原口
8 班長 小4 市川 夏鈴 いちかわ かりん 女性 厚木市上荻野
8 班員 小3 福住 花穂 ふくずみ かほ 女性 厚木市みはる野
8 班員 小2 石崎 こ音 いしざき こと 女性 川崎市麻生区
8 班員 小1 村井 千夏 むらい ちなつ 女性 厚木市下古沢
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仏教
ぶっきょう

ってなーに？ 日蓮宗
にちれんしゅう

ってなーに？

キリスト教
きょう

・イスラム教
きょう

と並
なら

ぶ、世界
せかい

で最
もっと

も多
おお

くの国
くに

や地域
ち い き

に広
ひろ

まっている宗教
しゅうきょう

の1つだよ。この3つの

中
なか

では仏教
ぶっきょう

が一番
いちばん

歴史
れ き し

が長
なが

いんだ。宗教
しゅうきょう

とは、

どうやって生
い

きたら良
よ

いか方向性
ほうこうせい

を示
しめ

してくれる教
おし

えのことだよ。仏教
ぶっきょう

は、紀元前
きげんぜん

5～4世紀
せいき

にインドで

活躍
かつやく

した、お釈迦
し ゃ か

さまが説
と

いた教
おし

えを基
もと

にしている

んだ。

鎌倉
かまくら

時代
じ だ い

のお坊
ぼう

さん日蓮
にちれん

聖人
しょうにん

が説
と

いた教
おし

えを基
もと

にした、仏教
ぶっきょう

の1グループだよ。日蓮
にちれん

聖人
しょうにん

は当
とう

時
じ

、仏教
ぶっきょう

が広
ひろ

まっている日本
にほん

で、人々
ひとびと

が不幸
ふ こ う

な

のはなぜなんだろうと思
おも

って、一生懸命
いっしょうけんめい

、勉強
べんきょう

した

んだ。そして、数
かず

あるお釈迦
し ゃ か

さまの教
おし

えの中
なか

で一番
いちばん

の教
おし

え、法華経
ほけきょう

を信
しん

じて、その通
とお

りに生
い

きれば幸
しあわ

せになれるという結論
けつろん

を出
だ

したんだよ。

お寺
てら

ってどんなところなの? 本照寺
ほんしょうじ

はどうやってできたの？

仏
ほとけ

さまをお祀
まつ

りする本堂
ほんどう

を備
そな

えていて、お坊
ぼう

さんが

住
す

んで修行
しゅぎょう

や仏教
ぶっきょう

 行事
ぎょうじ

、亡
な

くなった方
かた

の供養
く よ う

な

どを行
おこな

う場所
ば し ょ

だよ。江戸
え ど

時代
じ だ い

には寺子屋
て ら こ や

として、

子
こ

どもたちに文字
も じ

の読
よ

み書
か

きや算盤
そろばん

を教
おし

えていた

こともあるんだ。

室町
むろまち

時代
じ だ い

、今
いま

から500年以上
ねんいじょう

前
まえ

に、行
ぎょう

 学院
がくいん

日朝
にっちょう

 上人
しょうにん

というお坊
ぼう

さんが開
ひら

いたんだよ。日朝
にっちょう

上人
しょうにん

は、日蓮宗
にちれんしゅう

のお寺
てら

をまとめている、山梨県
やまなしけん

の

身延山
みのぶさん

久遠寺
く お ん じ

の11代
だい

目
め

の住職
じゅうしょく

なんだ。歳
とし

を取
と

っ

てから眼
め

の病気
びょうき

になってしまったんだけど、ご祈祷
き と う

で回復
かいふく

したことから、眼
め

の神様
かみさま

としても親
した

しまれてい

るよ。

本照寺
ほんしょうじ

は何
なに

を目指
め ざ

しているの？ 実際
じっさい

、どんなことをしているの？

大切
たいせつ

な人
ひと

と会
あ

えなくなったり、嫌
きら

いな人
ひと

と一緒
いっしょ

に過
す

ごさなくてはならなかったり、生
い

きていると思
おも

い通
どお

りに

ならなくて辛
つら

いことがたくさんあるよね。お檀家
だんか

さん

や地域
ち い き

に住
す

んでいる人
ひと

が、そんな辛
つら

い・苦
くる

しいこと

を乗
の

り越
こ

えて、心
こころ

 安
やす

らかに過
す

ごせるお手伝
てつだ

いをす

ることが本照寺
ほんしょうじ

の目的
もくてき

なんだ。

①辛
つら

いことでも乗
の

り越
こ

えていけるように心
こころ

を鍛
きた

える

修行
しゅぎょう

の機会
きかい

を用意
よ う い

したり、②亡
な

くなった人
ひと

が次
つぎ

の

人生
じんせい

で良
よ

い環境
かんきょう

に生
う

まれるように祈
いの

ったり（追善
ついぜん

供養
く よ う

）、③神様
かみさま

・仏様
ほとけさま

に交通
こうつう

事故
じ こ

や病気
びょうき

がない

ように祈
いの

ったり（祈祷
き と う

）、④色々な

悩
なや

みの相談
そうだん

に応
おう

じたり

しているよ。皆
みんな

もお父
とう

さん・

お母
かあ

さん・友達
ともだち

に相談
そうだん

して

も、どうしても解決
かいけつ

できない

悩
なや

みがあったら、お寺
てら

に

相談
そうだん

に来
き

てね。

本
ほ ん

 照
し ょ う

 寺
じ

 の 紹
し ょ う

 介
か い

本照寺
ほんしょうじ

は、日本
にほん

の仏教
ぶっきょう

の中
なか

でも、日蓮宗
にちれんしゅう

というグループの中
なか

にあるお寺
てら

だよ。
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日
ひ

にち 始
はじ

まり かかる時間
じかん

名前
な まえ

すること

毎月
まいつき

1日
ついたち

9時
じ

～（元日
がんじつ

は14時
じ

～）

40分
ぷん

程度
ていど

盛運
せいうん

祈願
きがん

会
え

運気
う ん き

が良
よ

い方
ほう

に向
む

くよう、参加者
さんかしゃ

でお

経
きょう

・お題目
だいもく

を唱
とな

えて、住職
じゅうしょく

の話
はなし

を聞
き

くよ

毎年
まいとし

4月
がつ

～5月
がつ

初旬
しょじゅん

朝
あさ

～ 15時
じ

頃
ころ

まで タケノコ掘
ほ

り

体験
たいけん

参加者
さんかしゃ

で、お寺
てら

の山
やま

からタケノコを掘
ほ

っ

て、調理
ちょうり

して、その場
ば

で食
た

べるよ

4月
がつ

下旬
げじゅん

朝
あさ

～ 翌日
よくじつ

夕方
ゆうがた

まで

身延山
みのぶさん

団体
だんたい

 参拝
さんぱい

山梨県
やまなしけん

の身延山
みのぶさん

久遠寺
く お ん じ

というお寺
てら

へ、

一泊
いっぱく

二日
ふつか

の参拝
さんぱい

旅行
りょこう

に行
い

くよ

6月
がつ

25日
にち

14時
じ

～ 30分
ぷん

程度
ていど

日朝
にっちょう

 上人
しょうにん

報恩
ほうおん

会
え

本照寺
ほんしょうじ

を開
ひら

いた日朝
にっちょう

 上人
しょうにん

のために参
さん

加者
か し ゃ

でお経
きょう

を唱
とな

えるよ

7月
がつ

下旬
げじゅん

～8月
がつ

中
ちゅう

朝
あさ

～ 夕方
ゆうがた

（翌日
よくじつ

15時
じ

）

お山
やま

しゅぎょう 今回
こんかい

、みんなが参加
さんか

している行事
ぎょうじ

で、

日帰
ひがえ

りと一泊
いっぱく

の2回
かい

実施
じ っ し

しているよ

8月
がつ

16日
にち

14時
じ

～ 2時間
じかん

程度
ていど

施餓鬼
せ が き

法要
ほうよう

餓鬼
が き

を供養
く よ う

して自分
じぶん

の中
なか

の欲
よく

を鎮
しず

める

法要
ほうよう

だよ。参加者
さんかしゃ

は併
あわ

せて、先祖
せんぞ

供養
く よ う

のための卒塔婆
そ と う ば

を建
た

てるよ

9月
がつ

中旬
ちゅうじゅん

頃
ころ

8時
じ

頃
ころ

～ 13時
じ

頃
ころ

まで 秋
あき

彼岸
ひがん

前
まえ

の

大掃除
おおそうじ

秋
あき

のお彼岸
ひがん

前
まえ

に、お寺
てら

をキレイにする屋
おく

内
ない

外
がい

の大掃除
おおそうじ

だよ

10月
がつ

第三
だいさん

土曜
ど よ う

昼過
ひるす

ぎ～ 20時
じ

頃
ころ

まで 御会式
お え し き

日蓮宗
にちれんしゅう

を開
ひら

いた日蓮
にちれん

聖人
しょうにん

の恩
おん

に報
むく

いる

ために開
ひら

かれるお祭
まつ

りだよ。お昼
ひる

から境
け

内
いだい

に屋台
やたい

が並
なら

び、稚児
ち ご

行列
ぎょうれつ

、法要
ほうよう

、修
しゅ

行
ぎょう

 体験
たいけん

、万灯
まんどう

行列
ぎょうれつ

など、一日
いちにち

を通
とお

して

催
もよお

しがあるんだ。

12月
がつ

中
ちゅう

8時
じ

頃
ころ

～ 13時
じ

頃
ころ

まで 年末
ねんまつ

大掃除
おおそうじ

1年間
ねんかん

の汚
よご

れを落
お

とし、新
あたら

しい年
とし

を迎
むか

える

ために行
おこな

う屋内
おくない

外
がい

の大掃除
おおそうじ

だよ

12月
がつ

31日
にち

22時
じ

半
はん

～ 2時間
じかん

程度
ていど

除夜
じ ょ や

の鐘
かね

心
こころ

の汚
よご

れを落
お

として穏
おだ

やかに新年
しんねん

を迎
むか

え

るために、参加者
さんかしゃ

が鐘
かね

を撞
つ

くよ。近年
きんねん

は、甘酒
あまざけ

・玉
たま

コンニャク・手
て

焼
や

きせんべい

など軽食
けいしょく

の振
ふ

る舞
ま

い、瞑想
めいそう

・読経
どきょう

体験
たいけん

（唱題
しょうだい

 行
ぎょう

）、鐘
かね

撞
つ

き、年越
と し こ

しの法要
ほうよう

、懴
さん

悔
げ

のお焚
た

き上
あ

げを行
おこな

っているよ。

お寺
て ら

の誰
だ れ

でも参加
さ ん か

できる行事
ぎ ょ う じ

定期的
ていきてき

にお寺
てら

の修行
しゅぎょう

に参加
さんか

して、心
こころ

を整
ととの

える習慣
しゅうかん

を作
つく

ろう！御会式
お え し き

の屋台
やたい

と除夜
じ ょ や

の鐘
かね

は事前
じぜん

の申
もう

し

込
こ

みはいらないけど、それ以外
いがい

に参加
さんか

する場合
ばあい

は事前
じぜん

に問
と

い合
あ

わせてね。
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そもそも、お勤
つと

めってなーに？ お寺
てら

でお勤
つと

めして、何
なに

か良
よ

いことがあるの？

お寺
てら

やそれぞれのお家
うち

で朝
あさ

や夕方
ゆうがた

などに行
おこな

う、毎
ま

日
いにち

のお経
きょう

のことを「お勤
つと

め」というんだ。仏様
ほとけさま

や仏
ぶ

壇
つだん

の前
まえ

でお経
きょう

を読
よ

んで、自分
じ ぶん

たちやご先祖
せんぞ

様
さま

、

世界
せかい

中
じゅう

の人
ひと

の幸
しあわ

せを願
ねが

ったりするんだよ。日々
ひ び

、

仏様
ほとけさま

に向
む

き合
あ

って、お経
きょう

を読
よ

むことで、苦
くる

しいこと

にも立
た

ち向
む

かえる心
こころ

の強
つよ

さ、他
ほか

の人
ひと

へのやさしい

気持
き も

ちを育
そだ

てていけるんだ。

お寺
てら

には、数
かぞ

えきれないほどたくさんの人
ひと

の、数百
すうひゃ

年分
くねんぶん

の真剣
しんけん

な気持
き も

ちが詰
つ

まっているんだ。だか

ら、マジメにスッキリした気持
き も

ちで、お勤
つと

めできるん

じゃないかな。また、お坊
ぼう

さんと一緒
いっしょ

だから分
わ

から

ないことも聞
き

けるし、好
す

きなだけ大
おお

きな声
こえ

が出
だ

せ

て、一日
いちにち

を気持
き も

ちよく始
はじ

めることができると思
おも

うよ。

どんなことをするの？

参加
さ んか

する人
ひと

の希望
き ぼ う

に合
あ

わせて①基本的
きほんてき

なお勤
つと

め、②唱題
しょうだい

行
ぎょう

（瞑想
めいそう

＋南無妙法蓮華経
なむみょうほうれんげきょう

）のどち

らかを行
おこな

う予定
よ て い

だよ。時間
じ かん

も20分
ふん

～1時間
じ かん

程度
て いど

の

間
あいだ

で、できるだけ希望
き ぼ う

に合
あ

わせてみるね。また、フ

リガナのついたお経
きょう

 本
ぼん

を貸
か

し出
だ

すから、お経
きょう

に慣
な

れていない人
ひと

でも安心
あんしん

して参加
さ んか

してね。座
すわ

り方
かた

も正
せ

座
いざ

じゃなくて平気
へいき

だよ。

どうやったら参加
さ んか

できるの？ もう少
すこ

し、詳
くわ

しく教
おし

えて！

お勤
つと

めに参加
さ んか

したい日
ひ

の前日
ぜんじつ

17時
じ

までに、本照
ほんしょ

寺
うじ

に知
し

らせてね。朝
あさ

の4時半
じ はん

～7時
じ

頃
ころ

の間
あいだ

で、自
じ

分
ぶん

がお勤
つと

めに参加
さ んか

できる時間
じ かん

を教
おし

えてもらえれば、

その時間
じ かん

に君
きみ

と一緒
いっしょ

にお勤
つと

めができるか本照寺
ほんしょうじ

で検討
けんとう

するね。お坊
ぼう

さんが留守
る す

の場合
ばあい

、仕事
し ご と

の

都合
つ ご う

で受
う

け付
つ

けられない場合
ばあい

もあるから、その場
ば

合
あい

は許
ゆる

してね。

参加費
さ ん か ひ

は無料
むりょう

で、持
も

ち物
もの

はいらないけど、数珠
じ ゅ ず

が

あれば持
も

ってきて。あと、下半身
かはんしん

がゆったりした服
ふく

装
そう

がいいかな。保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

やお友達
ともだち

など、お山
やま

しゅぎょうに参加
さ んか

していない人
ひと

の参加
さ んか

も大歓迎
だいかんげい

だ

よ。その他
ほか

、聞
き

きたいことがあれば、気軽
き が る

に問
と

い合
あ

わせてね。本照寺
ほんしょうじ

の住職
じゅうしょく

も副住職
ふくじゅうしょく

も、みんなと一
いっ

緒
しょ

にお経
きょう

が読
よ

めるのを、楽
たの

しみにしてます！

お寺
て ら

での朝
あ さ

のお勤
つ と

めのススメ

せっかくお山
やま

しゅぎょうで瞑想
めいそう

をしたり、お経
きょう

を読
よ

んだりして、心
こころ

を調
ととの

える練習
れんしゅう

をしたのに、お家
うち

だと落
お

ち着
つ

かな

い、大
おお

きな声
こえ

が出
だ

せないなどの理由
り ゆ う

から、習慣
しゅうかん

にできない人
ひと

がほとんどじゃないかな。「せっかくだから、瞑
め

想
いそう

や読経
どきょう

を続
つづ

けて、心
こころ

を調
ととの

える習慣
しゅうかん

を作
つく

りたい」、そんな人
ひと

に本照寺
ほんしょうじ

の朝
あさ

のお勤
つと

めを紹介
しょうかい

するよ。
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どんなことをしているの？ いつ、どの位
くらい

、集
あつ

まっているの？

お墓
はか

の隣
となり

の木
き

や枝
えだ

を切
き

ったり、お寺
てら

の道
みち

に生
は

えて

いる草
く さ

を刈
か

ったり、むしったり、草
く さ

が生
は

えないように

地面
じ め ん

にシートを貼
は

ったり、滑
すべ

らないように地面
じ め ん

の苔
こけ

を

落
お

としたり、落
お

ち葉
ば

を掃
は

いたりと、本当
ほんとう

に色々
いろいろ

なこと

をしているよ。だから、参加
さ んか

する人
ひと

のできることをお

願
ねが

いしているんだ。

午前中
ごぜんちゅう

や午後
ご ご

に集
あつ

まったり、土日
どに ち

や平日
へいじつ

に集
あつ

まっ

たりと、時間
じ かん

も曜日
よ う び

も色々
いろいろ

だよ。また、本照寺
ほんしょうじ

やボ

ランティアスタッフの呼
よ

び掛
か

けで集
あつ

まるから、集
あつま

りの

多
おお

さはまちまちなんだ。来
こ

れるときだけ来
き

てくれれば

大丈夫
だいじょうぶ

だよ。2～5月
がつ

は毎週
まいしゅう

 集
あつ

まっていたけど、今
いま

は暑
あつ

いから月
つき

に1回
かい

集
あつ

まるかどうかだね。

どんな人
ひと

が参加
さ んか

できるの？しているの？ どうやって参加
さ んか

するの？

体
からだ

を使
つか

う仕事
し ご と

だから、目安
めやす

として小学校
しょうがっこう

高学年
こうがくねん

以
いこ

降
う

から参加
さ んか

できるよ。本照寺
ほんしょうじ

にお墓
はか

がない人
ひと

の参
さん

加
か

も歓迎
かんげい

だよ。今
いま

は、50～70代
だい

の男
おとこ

の人
ひと

8名
めい

がボ

ランティアとして手伝
てつだ

ってくれているよ。

メーリングリストという「登録
とうろく

した人
ひと

みんなに同
おな

じメー

ルを送
おく

る仕組
し く

み」を使
つか

って、集
あつま

りの呼
よ

び掛
か

けを行
おこな

っ

ているんだ。ボランティアに参加
さ んか

したい人
ひと

は、この

メーリングリストに登録
とうろく

するから、副住職
ふくじゅうしょく

まで連絡
れんらく

し

てね。パソコンやタブレットや携帯
けいたい

電話
でんわ

などで自分
じ ぶん

の使
つか

えるメールアドレスを持
も

っていない人
ひと

は、保護
ほごしゃ

者の方
かた

に相談
そうだん

してみてね。

→副住職
ふくじゅうしょく

（須藤
す ど う

貴
き

裕
ゆう

）メールアドレス：

obousan50204@gmail.com

　　　　　　お寺
て ら

をキレイにするボランティアの募集
ぼ し ゅ う

お参
まい

りする人
ひと

の心
こころ

が洗
あら

われるようなお寺
てら

にするために、本照寺
ほんしょうじ

では、お寺
てら

をキレ

イに保
たも

つ協力
きょうりょく

をしてくれるボランティアスタッフを募集
ぼしゅう

しているよ。

参加
さ んか

して、何
なに

か良
よ

いことがあるの？

仏教
ぶっきょう

でとても大事
だ い じ

な「布施
ふ せ

」という修行
しゅぎょう

を積
つ

むことができるよ。例
たと

えば、ゲームとか美味
お い

しい食
た

べ物
もの

とか、自
じ

分
ぶん

の好
す

きなものは「もっと欲
ほ

しい」と思
おも

わないかな。仏教
ぶっきょう

では、この「もっと欲
ほ

しい」という気持
き も

ちが不幸
ふ こ う

の原
げ

因
んいん

の一
ひと

つだって考
かんが

えるんだ。布施
ふ せ

は、この「もっと欲
ほ

しい」って気持
き も

ちを手放
てばな

す練習
れんしゅう

。自分
じ ぶん

にとって大切
たいせつ

なも

のを、誰
だれ

かに役立
や く だ

ててもらうために差
さ

し出
だ

すことを言
い

うんだ。ボランティアで差
さ

し出
だ

すのは、みんなの時間
じ かん

。夏
な

休
つやす

みだって、いつもの放課後
ほ う か ご

だって、自由
じ ゆ う

にできる時間
じ かん

は限
かぎ

られているよね。その限
かぎ

られた大切
たいせつ

な時間
じ かん

を差
さ

し出
だ

すことで、手放
てばな

す練習
れんしゅう

をするんだね。ボランティアに参加
さ んか

することで自分
じ ぶん

の修行
しゅぎょう

にもなるし、お寺
てら

がキレイ

になれば、お参
まい

りする人
ひと

も幸
しあわ

せになるし、とっても良
よ

いことだね。
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食
法

じ
き
ほ
う 食

前

し
ょ
く
ぜ
ん

の
言
葉

こ

と

ば 

久
遠

く

お

ん

の
仏

ほ
と
け

様さ
ま

、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私

わ
た
し

た
ち
の
命

い
の
ち

を
支さ

さ

え
て
く
だ
さ
る 

皆み
な

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
父と

う

さ
ん
、
お
母か

あ

さ
ん
、 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
全す

べ

て
に
感
謝

か
ん
し
ゃ

し
、
あ
り
が
た
く
、
こ
の
お
食し

ょ
く

事じ

を 

い
た
だ
き
ま
す
。
南
無
妙
法
蓮
華
経

な
む
み
ょ
う
ほ
う
れ
ん
げ
き
ょ
う

、
い
た
だ
き
ま
す
。 

食
後

し
ょ
く
ご

の
言
葉

こ

と

ば 

こ
の
命

い
の
ち

と
力

ち
か
ら

を
無
駄

む

だ

に
す
る
こ
と
な
く
、
毎
日

ま
い
に
ち

の
務つ

と

め
に
励は

げ

み
ま
す
。 

南
無
妙
法
蓮
華
経

な
む
み
ょ
う
ほ
う
れ
ん
げ
き
ょ
う

、
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
。 

食事
し ょ く じ

への感謝
かん し ゃ

を表
あらわ

す言葉
こ と ば

だよ。ごはんを食
た

べる前
ま え

と食
た

べた後
あ と

に、毎回
まいかい

唱
と な

えよう 
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則
皆
見
我
身

そ
ッ
か
い
け
ん
が
ー

し
ん 

在
此
而
説
法

ざ
い
し
ー

に
ー

せ
ッ
ぽ
う 

或
時
為
此
衆

わ
く
じ
ー
い
ー
し
ー
し
ゅ
ー 

説 せ
つ

仏 ぶ

つ

寿
じ
ゅ
ー

無 む
ー

量
り
ょ
う 

久
乃
見
仏
者

く
ー
な
い
け
ん
ぶ
ッ
し
ゃ
ー 

為
説
仏
難
値

い
ー

せ
つ
ぶ
つ
な
ん
ち

ー 

我
智
力
如
是

が
ー
ち
ー
り
き
に
ょ
ー
ぜ
ー 

慧
光
照
無
量

え
ー
こ
う
し
ょ
う
む
ー
り
ょ
う 

寿
命
無
数
劫

じ
ゅ
ー
み
ょ
う
む
ー
し
ゅ
ー
こ
う 

久
修
業
所
得

く
ー
し
ゅ
ー
ご
う
し
ょ
ー
と
く 

汝
に
ょ
ー

等 と
う

有 う
ー

智 ち
ー

者
し
ゃ
ー 

勿
於
此
生
疑

も
ッ
と
ー
し
ー
し
ょ
う
ぎ
ー 

当
断
令
永
尽

と
う
だ
ん
り
ょ
う
よ
う
じ
ん 

仏
語
実
不
虚

ぶ
つ
ご
ー

じ
ッ
ぷ
ー

こ
ー 

如
医
善
方
便

に
ょ
ー
い
ー
ぜ
ん
ほ
う
べ
ん 

為
治
狂
子
故

い
ー

じ
ー

お
う
し
ー

こ
ー 

実
在
而
言
死

じ
つ
ざ
い
に
ー

ご
ん
し
ー 

無
能
説
虚
妄

む
ー

の
う
せ
ッ
こ
ー

も
う 

我
亦
為
世
父

が
ー

や
く
い
ー

せ
ー

ぶ
ー 

救
諸
苦
患
者

く
ー
し
ょ
ー
く
ー
げ
ん
し
ゃ
ー 

為
凡
夫
顛
倒

い
ー

ぼ
ん
ぶ
ー

て
ん
ど
う 

実
在
而
言
滅

じ
つ
ざ

い
に
ー

ご
ん
め

つ 
以
常
見
我
故

い
ー
じ
ょ
う
け
ん
が
ー
こ
ー 

而
生
憍
恣
心

に
ー
し
ょ
う
き
ょ
う
し
ー
し
ん 

放
逸
著
五
欲

ほ
う
い
つ
じ
ゃ
く
ご
ー

よ
く 

墮
於
悪
道
中

だ
ー
お
ー
あ
く
ど
う
ち
ゅ
う 

我
常
知
衆
生

が
ー
じ
ょ
う
ち
ー
し
ゅ
ー
じ
ょ
う 

行
道
不
行
道

ぎ
ょ
う
ど
う
ふ
ー
ぎ
ょ
う
ど
う 

随
応
所
可
度

ず
い
お
う
し
ょ
ー
か
ー
ど
ー 

為
説
種
種
法

い
ー
せ
ッ
し
ゅ
ー
じ
ゅ
ー
ほ
う 

毎
自
作
是
念

ま
い
じ
ー

さ
ー

ぜ
ー

ね
ん 

以
何
令
衆
生

い
ー
が
ー
り
ょ
う
し
ゅ
ー
じ
ょ
う 

得
入
無
上
道

と
く
に
ゅ
う
む
ー
じ
ょ
う
ど
う 

速
成
就
仏
身

そ
く
じ
ょ
う
じ
ゅ
ー
ぶ
ッ
し
ん 
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我
復
於
彼
中

が
ー
ぶ
ー
お
ー
ひ
ー
ち
ゅ
う 

為
説
無
上
法

い
ー
せ
つ
む
ー
じ
ょ
う
ほ
う 

汝
等
不
聞
此

に
ょ
ー
と
う
ふ
ー
も
ん
し
ー 

但
謂
我
滅
度

た
ん
に
ー

が
ー

め
つ
ど
ー 

我
見
諸
衆
生

が
ー
け
ん
し
ょ
ー
し
ゅ
ー
じ
ょ
う 

没
在
於
苦
海

も
つ
ざ
い
お
ー

く
ー

か
い 

故
不
為
現
身

こ
ー

ふ
ー

い
ー

げ
ん
し
ん 

令
其
生
渇
仰

り
ょ
う
ご
ー
し
ょ
う
か
つ
ご
う 

因
其
心
恋
慕

い
ん
ご
ー

し
ん
れ
ん
ぼ
ー 

乃
出
為
説
法

な
い
し
ゅ
つ
い
ー

せ
ッ
ぽ
う 

神
通
力
如
是

じ
ん
づ
う
り
き
に
ょ
ー
ぜ
ー 

於
阿
僧
祇
劫

お
ー

あ
ー

そ
う
ぎ
ー

こ
う 

常
在
霊
鷲
山

じ
ょ
う
ざ
い
り
ょ
う
じ
ゅ
ー
せ
ん 

及
余
諸
住
処

ぎ
ゅ
う
よ
ー
し
ょ
ー
じ
ゅ
う
し
ょ
ー 

衆
生
見
劫
尽

し
ゅ
ー
じ
ょ
う
け
ん
こ
う
じ
ん 

大
火
所
焼
時

だ
い
か
ー
し
ょ
ー
し
ょ
う
じ
ー 

我
此
土
安
穏

が
ー

し
ー

ど
ー

あ
ん
の
ん 

天
人
常
充
満

て
ん
に
ん
じ
ょ
う
じ
ゅ
う
ま
ん 

園
林
諸
堂
閣

お
ん
り
ん
し
ょ
ー
ど
う
か
く 

種
種
宝
荘
厳

し
ゅ
ー
じ
ゅ
ー
ほ
う
し
ょ
う
ご
ん 

宝
樹
多
花
果

ほ
う
じ
ゅ
ー
た
ー
け
ー
か
ー 

衆
生
所
遊
楽

し
ゅ
ー
じ
ょ
う
し
ょ
ー
ゆ
う
ら
く 

諸
天
撃
天
鼓

し
ょ
ー
て
ん
き
ゃ
く
て
ん
く
ー 

常
作
衆
伎
楽

じ
ょ
う
さ
ッ
し
ゅ
ー
ぎ
ー
が
く 

雨
曼
陀
羅
華

う
ー
ま
ん
だ
ー
ら
ー

け
ー 

散
仏
及
大
衆

さ
ん
ぶ
つ
ぎ
ゅ
う
だ
い
し
ゅ
ー 

我
浄
土
不
毀

が
ー
じ
ょ
う
ど
ー
ふ
ー
き
ー 

而
衆
見
焼
尽

に
ー
し
ゅ
ー
け
ん
し
ょ
う
じ
ん 

憂
怖
諸
苦
悩

う
ー
ふ
ー
し
ょ
ー
く
ー
の
う 

如
是
悉
充
満

に
ょ
ー
ぜ
ー
し
つ
じ
ゅ
う
ま
ん 

是
諸
罪
衆
生

ぜ
ー
し
ょ
ー
ざ
い
し
ゅ
ー
じ
ょ
う 

以
悪
業
因
縁

い
ー

あ
く
ご
う
い
ん
ね
ん 

過
阿
僧
祇
劫

か
ー

あ
ー

そ
う
ぎ
ー

こ
う 

不
聞
三
宝
名

ふ
ー
も
ん
さ
ん
ぼ
う
み
ょ
う 

諸
有
修
功
徳

し
ょ
ー
う
ー
し
ゅ
ー
く
ー
ど
く 

柔
和
質
直
者

に
ゅ
う
わ
ー
し
ち
じ
き
し
ゃ
ー 
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妙
法
蓮
華
経

み
ょ
う
ほ
う
れ
ん
げ
ー
き
ょ
う 

如
来
寿
量
品

に
ょ
ー
ら
い
じ
ゅ
ー
り
ょ
う
ほ
ん 

第
十
六

だ
い
じ
ゅ
う
ろ
く

（自
我
偈

じ

が

げ

） 
自
我
得
仏
来

じ
ー

が
ー

と
く
ぶ
つ
ら
い 

所
経
諸
劫
数

し
ょ
ー
き
ょ
う
し
ょ
ー
こ
ッ
し
ゅ
ー 

無
量
百
千
万

む
ー
り
ょ
う
ひ
ゃ
く
せ
ん
ま
ん 

億
載
阿
僧
祇

お
く
さ
い
あ
ー

そ
う
ぎ
ー 

常
説
法
教
化

じ
ょ
う
せ
ッ
ぽ
う
き
ょ
う
け
ー 

無
数
億
衆
生

む
ー
し
ゅ
ー
お
く
し
ゅ
ー
じ
ょ
う 

令
入
於
仏
道

り
ょ
う
に
ゅ
う
お
ー
ぶ
つ
ど
う 

爾
来
無
量
劫

に
ー
ら
い
む
ー
り
ょ
う
こ
う 

為
度
衆
生
故

い
ー
ど
ー
し
ゅ
ー
じ
ょ
う
こ
ー 

方
便
現
涅
槃

ほ
う
べ
ん
げ
ん
ね
ー

は
ん 

而
実
不
滅
度

に
ー

じ
つ
ふ
ー

め
つ
ど
ー 

常
住
此
説
法

じ
ょ
う
じ
ゅ
う
し
ー
せ
ッ
ぽ
う 

我
常
住
於
此

が
ー
じ
ょ
う
じ
ゅ
う
お
ー
し
ー 

以
諸
神
通
力

い
ー
し
ょ
ー
じ
ん
づ
う
り
き 

令
顛
倒
衆
生

り
ょ
う
て
ん
ど
う
し
ゅ
ー
じ
ょ
う 

雖
近
而
不
見

す
い
ご
ん
に
ー

ふ
ー

け
ん 

衆
見
我
滅
度

し
ゅ
ー
け
ん
が
ー
め
つ
ど
ー 

広
供
養
舎
利

こ
う
く
ー
よ
う
し
ゃ
ー
り
ー 

咸
皆
懐
恋
慕

げ
ん
か
い
え
ー

れ
ん
ぼ
ー 

而
生
渇
仰
心

に
ー

し
ょ
う
か
つ
ご
う
し
ん 

衆
生
既
信
伏

し
ゅ
ー
じ
ょ
う
き
ー
し
ん
ぶ
く 

質
直
意
柔
軟

し
ち
じ
き
い
ー
に
ゅ
う
な
ん 

一
心
欲
見
仏

い
ッ
し
ん
よ
く
け

ん
ぶ
つ 

不
自
惜
身
命

ふ
ー
じ
ー
し
ゃ
く
し
ん
み
ょ
う 

時
我
及
衆
僧

じ
ー
が
ー
ぎ
ゅ
う
し
ゅ
ー
そ
う 

倶
出
霊
鷲
山

く
ー
し
ゅ
つ
り
ょ
う
じ
ゅ
ー
せ
ん 

我
時
語
衆
生

が
ー
じ
ー
ご
ー
し
ゅ
ー
じ
ょ
う 

常
在
此
不
滅

じ
ょ
う
ざ
い
し
ー
ふ
ー
め
つ 

以
方
便
力
故

い
ー

ほ
う
べ
ん
り
き
こ
ー 

現
有
滅
不
滅

げ
ん
う
ー

め
つ
ふ
ー

め
つ 

余
国
有
衆
生

よ
ー
こ
く
う
ー
し
ゅ
ー
じ
ょ
う 

恭
敬
信
楽
者

く
ー
ぎ
ょ
う
し
ん
ぎ
ょ
う
し
ゃ
ー 

食
事

し
ょ
く
じ

へ
の
感
謝

か
ん
し
ゃ

を
表

あ
ら
わ

す
言
葉

こ

と

ば

だ

よ
。
ご
は
ん
を
食 た

べ
る
前 ま

え

と
食 た

べ
た

後 あ
と

に
、
毎
回

ま
い
か
い

唱 と
な

え
よ
う 

日蓮宗
にちれんしゅう

で最
もっと

も大切
たいせつ

にされているお経
きょう

だよ。生
い

きていると苦
く る

しい・辛
つ ら

いこともあるけ

ど、実
じ つ

はこの世
よ

の中
なか

こそが、仏
ほとけ

様
さ ま

が住
す

む心
こころ

安
やす

らかになれる世界
せ か い

なんだということ

などが説
と

かれているよ。 

14



妙
法
蓮
華
経

み
ょ
う
ほ
う
れ
ん
げ
‐
き
ょ
う 

譬 ひ

喩
品

ゆ

ほ

ん 

第
三

だ
い
さ
ん 

三 さ
ん

界 が
い

は
‐安 や

す

き
‐こ
と
な
‐し
‐。
猶

な
‐お
‐

火
宅

か
た

く
‐

の
‐ご
と
し
‐。
衆 し

ゅ
う

苦 く

‐

充
満

じ
ゅ
う
ま
ん 

し
‐て
‐
甚

は
な
は
‐

だ
‐怖
畏

ふ

い

す
べ
し
‐。
常 つ

ね

に
‐生 し

ょ
う

老 ろ
う

病
死

び
ょ
う
し
‐

の
‐憂
患

う

‐
げ

ん

あ
‐り
‐。 

か
く
の
‐ご
と
き
ら
の
火 ひ

‐

、
熾 し

‐

然 ね
ん

と
‐し
‐て
‐や
ま
ず
‐。
如
来

に
ょ
‐
ら
い

は
‐す
で
に
‐、 

三
界

さ
ん
が
い

の
‐火
宅

か
た

く
‐

を
‐は
な
れ
‐て
‐、
寂
然

じ
ゃ
く
ね
ん

と
‐し
‐て
‐閑
古

げ

ん

こ
‐

し
‐、 

林
野

り

ん

や

‐

に
‐安 あ

ん

処 じ
ょ
‐

せ
‐り
‐。
今 い

ま

こ
‐の
‐三
界

さ
ん
が
い

は
‐、
皆 み

な

こ
‐れ
‐我 わ

‐

が
‐有 う 

な
り
‐。
そ
の
中 な

か

の
‐衆
生

し
ゅ
‐
じ
ょ
う

は
‐、
こ
と
ご
と
く
‐こ
‐れ
‐吾 わ

‐

が
‐子 こ

な
り
‐。 

し
か
も
‐い
‐ま
‐こ
の
処 と

こ
ろ

は
‐、
も
ろ
も
ろ
の
‐患 げ

ん

難
多

な
ん
お
お

し
‐。
た
‐だ
‐
我

わ
‐れ
‐ 

一
人

い
ち

に
ん

の
‐み
‐、
よ
‐く
‐救
護

く

ご

を
‐な
‐す
‐。 

生
い

きているものは全
すべ

て仏
ほとけ

様
さ ま

の子
こ

で、仏
ほとけ

様
さ ま

はみんなを苦
く る

しみから救
す く

うことを考
かんが

えているということが説
と

かれているよ。 
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開 か
い 

経
き
ょ
う 

偈 げ 
無
上

む
じ
ょ
う

甚
深

じ
ん
じ
ん

微
妙

み
み
ょ
う

の
法 ほ

う

は
、
百
千
萬
劫

ひ
ゃ
く
せ
ん
ま
ん
ご
う

に
も
遭 あ

い
奉

た
て
ま
つ

る
こ
と
難 か

た

し
。 

我 わ
れ

、
今 い

ま

見
聞

け
ん
も
ん

し
、
受
持

じ

ゅ

じ

す
る
こ
と
を
得 え

た
り
。
願

ね
が
わ

く
は
、
如
来

に
ょ
ら

い

の 

第
一
義

だ

い

い

ち

ぎ

を
解 げ

せ
ん
。
至
極

し

ご

く

の
大
乗

だ
い
じ
ょ
う

、
思
議

し

ぎ

す
べ
か
ら
ず
。
見
聞

け
ん
も
ん

觸 そ
く

知 ち

、 

皆 み
な

、
菩
提

ぼ

だ

い

に
近 ち

か

づ
く
。
能
詮

の
う
せ
ん

は
報
身

ほ
う
し
ん

、
所
詮

し
ょ
せ
ん

は
法
身

ほ
っ
し
ん

、
色
相

し
き
そ
う

の
文
字

も

ん

じ 

は
、
即

す
な
わ

ち
、
是 こ

れ
応
身

お
う
じ
ん

な
り
。
無
量

む
り
ょ
う

の
功
徳

く

ど

く

、
皆 み

な

、
是 こ

の
経

き
ょ
う

に
集 あ

つ

ま 

れ
り
。
是
故

こ
の
ゆ
え

に
、
自
在

じ

ざ

い

に
、
冥 み

ょ
う

に
薫 く

ん

じ
、
密 み

つ

に
益 や

く

す
。
有
智
無
智

う

ち

む

ち

、 

罪 つ
み

を
滅 め

っ

し
、
善 ぜ

ん

を
生 し

ょ
う

ず
。
若 も

し

は
信 し

ん

、
若 も

し

は
謗 ほ

う

、
共 と

も

に
佛
道

ぶ
つ
ど
う

を
成 じ

ょ
う

ぜ
ん
。 

三
世

さ

ん

ぜ

の
諸
佛

し
ょ
ぶ

つ

、
甚
深

じ
ん
じ
ん

の
妙
典

み
ょ
う
で
ん

な
り
。
生
々
世
々

し
ょ
う

じ
ょ
う

せ
せ

、
値
遇

ち

ぐ

し
頂
戴

ち
ょ
う
だ
い

せ
ん
。 

 お経
きょう

の前
ま え

に唱
と な

える詩
し

だよ。お釈迦
し ゃ か

様
さ ま

の説
と

いたお経
きょう

に出会
で あ

えた喜
よろこび

びや、どんな良
よ

いことがあるのかが説
と

かれているよ。 
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時間
じ か ん

予定
よ て い

場所
ば し ょ

大雨
お お あ め

の時
と き

午前
ご ぜ ん

08時
じ

30分
ふん

受付
う け つ け

本堂
ほん ど う

09時
じ

30分
ふん

開校式
か い こ う し き

10時
じ

15分
ふん

自己
じ こ

紹介
しょうかい

10時
じ

30分
ふん

写真
し ゃ し ん

撮影
さ つ え い

本堂
ほん ど う

前
ま え

10時
じ

45分
ふん

竹
たけ

食器
し ょ っ き

作
づ く

り 外
そ と

部屋
へ や

の中
なか

で

午後
ご ご

00時
じ

30分
ふん

流
なが

しソウメン 外
そ と

部屋
へ や

の中
なか

で

01時
じ

30分
ふん

地獄
じ ご く

の話
はなし

本堂
ほん ど う

02時
じ

30分
ふん

読経
ど き ょ う

03時
じ

30分
ふん

お盆
ぼん

提灯
ちょうちん

お絵
え

かき 玄関
げんかん

横
よ こ

和室
わ し つ

05時
じ

閉校式
へ い こ う し き

本堂
ほん ど う

05時
じ

30分
ふん

解散
かいさん

予
よ

　定
て い

　表
ひ ょ う


